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要旨 
 
１． 背景 

少子高齢化が進む中、様々の保健事業が展開されているが、特定健診受診率や基本チェッ

クリスト実施率は約 3 割にすぎず、保健事業の重要性や必要な情報が人々にどれだけ伝わっ

ているか疑問である。高齢者が適切な情報をもとに適切な保健行動を習慣化できるよう、効

果的な予防事業を展開することが超高齢社会を迎えたわが国に求められている。 
２．目的 
本研究は、在宅の中高年者の健康および介護予防に関する用語の認知度とそれらに関連す

る知識の程度、および、高齢者のもつ知識や生活行動に影響を与えている情報源は何かを明

らかにすることを目的に実施した。 
３．方法 
世田谷区北沢地域の55歳～59歳と65歳～69歳の住民より無作為抽出した2,000名に郵送調査

を実施した。本調査は北沢総合支所健康づくり課が主体となり実施した調査に参画した。健康

の維持増進および介護予防に関連する20の用語とし、言葉と意味を知っている、言葉は知って

いる、言葉も意味も知らない、の3択で認知度を把握した。さらに20の基礎的な健康知識につ

いて、全くそうだ、違う、わからない、の3択で知識の正しさを把握した。また、普段の情報

源と詳しい健康情報源についても調査した。知識等の項目は、最終的に自治体の保健部署の医

師、保健師、栄養士などからなる専門家集団で検討し決定した。 

分析は用語の認知度および知識の性別、年代別での比較、生活習慣としての運動、食事・

栄養項目と知識の関連、普段の情報源および専門的知識の情報源を検討し、関連する要因に

ついて検証した。統計処理は IBM SPSS Statistics19 を用い、有意水準は 5%とした。 
４．結果および考察 
 55 歳~59 歳の男性 116 名、女性 173 名、65 歳~69 歳の男性 196 名、女性 230 名から回答

を得た。回収率が 35.7％であること、回答者は未回答者に比較して保健行動等が一般的によ

い傾向があるため、本研究で得られた用語の認知度や正しい知識の普及度等の結果は過大評

価となっている可能性がある。 
認知度が高い用語は、骨粗しょう症、認知症、歯周病、生活習慣病および、脱水症、脳卒

中、メタボリックシンドロームであった。ここ数年の生活習慣病に対する取組みが浸透して

きた可能性がある。一方、「言葉も意味も知らない」割合が高い用語は、ロコモティブシンド

ローム、廃用症候群、血清アルブミン値であった。介護予防についても「言葉と意味を知っ

ている」男性は 48.8%、女性は 63.5%とあまり多くなく、介護予防の意味や目的、具体的内

容が十分伝わっていないということが考えられた。性別では、低栄養、身体虚弱、骨粗しょ

う症、歯周病、関節リウマチ、介護予防、血清アルブミン値、ロコモティブシンドローム、

BMI、腹圧性尿失禁、えん下障害、老年症候群、変形性関節症については女性の方が有意に

認知度が高かった。年代別では、男性では、身体虚弱、骨粗しょう症、歯周病、関節リウマ

チ、認知症については 65～69 歳の方が有意に知っている者の割合が高く、女性では、介護

予防、老年症候群については 65 歳~69 歳の方が、BMI は 55～59 歳の方が有意に知ってい

る者の割合が高かった。 
知識を確認する項目で正答率が高いのは、「食事が十分に摂れない時でも水分を補給するこ

とが必要だ」、「海草、野菜、芋類に含まれるミネラルやビタミンは体の調子を整える」、「足

腰が弱ったと感じたらあまり外に出歩かないほうがいい」が 9 割以上、「運動を習慣として

行うことは老化の進行を遅らせる」、「のどが渇かなければ、わざわざ水を飲む必要はない」、

「メタボリックシンドロームは心臓病や脳卒中の危険を高める」、「喫煙は動脈硬化の進行を

早める」、「一度、弱った足腰の機能は元にもどすことはできない」が 8 割以上であった。誤
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答率が高いのは、「高齢期には生活環境を変えることが気分転換になる」、「高齢になればなる

ほど肉類は控えたほうがいい」、「高血圧は動脈硬化の進行を早めることはない」、「歯周病の

原因は口の中に存在する菌である」、「口の中をきれいにすることは肺炎を予防することにも

なる」の項目であった。「口の中をきれいにすることは肺炎を予防することにもなる」ことを

知っている人は、1 日 1 回以上歯や歯ぐきを観察する習慣やデンタルフロスや歯間ブラシを

使う習慣が有意に多く、正しい知識が好ましい生活習慣と結びついていた。一方、「高齢にな

ればなるほど肉類は控えたほうがいい」と考える者は肉類摂取頻度が有意に少なく、誤った

知識が好ましくない健康習慣と結びついていた。これらの誤答率が高い項目については誤っ

た知識を払拭するための取組みが喫緊の課題といえる。 
「血清アルブミン値は低くても日常生活への影響はない」、「BMI は適正体重の目安にな

る」、「口の中をきれいにすることは肺炎を予防することにもなる」、「高齢期には生活環境を

変えることが気分転換になる」、「高血圧は動脈硬化の進行を早めることはない」については

正誤不明の者が多く、正しい知識の周知が必要と考えられた。 
普段の情報源はテレビ、新聞が圧倒的に多く、次にインターネット、くちこみ、雑誌であ

った。特に女性の 65 歳～69 歳の年代では、図書館の利用が多く、インターネット利用が少

なかった。詳しい知識等の情報源では、医師・看護師が一番多く、男性では 55～59 歳より

65～69 歳の方が多く利用していた。今後、介護予防普及啓発活動を推進するための専門的情

報の提供における保健・医療・福祉に携わる専門職の責任は大きいと思われる。 
５．結論 
 今回の調査で用語の認知や知識では男女差がみられ、男性は女性より情報をもっていなか

った。よく知られているのは生活習慣病に関連した知識等であったが、介護予防の用語その

ものの意味を知らない人や誤った知識をもっている人も少なくなかった。運度、食事・栄養、

口腔衛生等の正しい知識がある人は生活習慣にその知識をいかしていた。普段の情報源はテ

レビ、新聞、インターネット、くちこみの順で多く、詳しい知識等の情報源になると医師・

看護師、友人・知人、家族等のくちこみの順であった。くちこみの利用が高いことからも、

保健・医療・福祉に携わる専門職の責任は大きい。高齢者が好ましい生活習慣を考え、健康

維持や介護予防に関心を抱くような知識等の提供が重要である。 
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